
 

 

 

様式３ 

会   議   録 

会議名 令和５年度 第５回 東林地区まちづくり会議 

事務局 

（担当課） 

南区役所 東林まちづくりセンター 

電話０４２－７４４－５１８７（直通） 

開催日時 令和６年２月２９日（木） 午前１０時～正午 

開催場所 東林公民館 大会議室 

出 

席 

者 

委 員  １３人   

その他 
 １２人（自治会長８人）、（市民協働推進課２人） 

    （廃棄物政策課１人）、（麻溝台環境事業所１人） 

事務局   ２人 

公開の可否 ■可  □不可  □一部不可 傍聴者数 ０人 

公開不可・一部

不可の場合は、

その理由 

 

会議次第 

 

１ あいさつ 

 

２ 議 題 

（１）まちづくり懇談会未回答事項及び 

過年度まちづくり懇談会対応状況について  

（２）東林地区防災計画推進部会について  

（３）公募委員について 

（４）次年度まちづくり会議委員について 

（５）令和６年度スケジュールについて 

 

３ 報告 

  東林地区防災計画推進部会について 

 

４ その他 

 

５ 閉 会 

 



 

 

 

審  議  経  過 

 

主な内容は次のとおり。 

 

 根岸監事の司会により進められた。 

 

１ あいさつ  

 田村会長から挨拶があった。 

  

２ 議 題 

  （１）まちづくり懇談会未回答事項及び 

過年度まちづくり懇談会対応状況について      

    ①令和５年度東林地区まちづくりを考える懇談会未回答事項について、 

所管課である、市民協働推進課及び麻溝台環境事業所、廃棄物政策課より、 

回答及び説明が行われた。 

    ②令和４年度東林地区まちづくりを考える懇談会に係る対応状況について、 

所管課である、廃棄物政策課より、回答及び説明が行われた。 

    ①、②の回答及び説明が行なわれた後、意見交換が行われた。 

 

≪主な意見≫（〇；委員の意見、●；市職員の意見） 

○戸別収集は良いと思うが、有料化はどうかと思うところもある。 

アンケートについても聞き方によって捉え方も変わってくるため、市民の意向に 

 本当に沿っているのか疑問もある。 

また、高齢者のゴミ出しについても、地域の助け合いで対応できる部分もあると 

考える。 

●現時点で、戸別収集・有料化について、実施の可否についてはまだ検討段階で 

ある。 

検討を行うにあたり、様々な意見を伺っている。今後、具体的な検討を進めてい 

く段階で、アンケート調査を実施する等、市民ニーズや課題の把握に努め、本市に 

適したごみ収集の在り方について検討していきたいと考えている。 

〇自治会に関する条例を検討するにあたり、自治会の役割等について明文化をする 

のか否を考えているということだったが、現時点でどのようなスタンスで考えられ 

ているのか。 

また、検討を行うスケジュールとしてはどのくらいの期間を見込んでいるのか。 

●自治会の役割等の明文化については、現時点では具体的には決まっていない。 

また、検討を行うスケジュール期間についても、具体的な部分までは決まってい 

ない状況である。 



 

 

 

 〇条例の策定等について、地域の皆さまの意見を聴くとあるが、具体的にどのよう 

なかたちで意見を聴く予定なのか。 

●市自治会連合会の会議等に出席し、役員や理事の方々から意見を伺っている。 

また、本日のようにまちづくり会議からお声掛けをいただい時など機会を捉え、 

皆様の意見を伺わせていただきたいと考えている。 

 〇条例策定と並行して市民協働推進課には、自治会の加入促進について、市と自治 

会連合会が協力し行なえるような、効果的な内容を検討し実践していただきたい。 

 ●市自治会連合会とは常々、さまざまな自治会加入促進について、検討をし、実践 

しているところである。 

  具体的な１例として、自治パスの拡充や図書館の期限表の裏面に自治会加入につ 

いて記載していることがある。 

今後も市としてどのような支援ができるかを検討し実践していきたい。 

  また、条例や加入促進等について、他市への視察、取組み状況の確認及び国の動 

向等を捉え、市自治会連合会とともに検討を行っている。 

〇既存のアパートについては、ごみ置き場の設置が難しいと言われているが、自身 

の自治会内のアパートについて確認をしたところ、ごみ置き場を設置できそうなス 

ペースがあると思われる。こういった状況をどのように把握されているのか。 

 今後、自身の自治会では、中長期的な計画として、一軒一軒訪問し、ごみ置き場 

設置をお願いしたいと考えいる。その際、市からも後押しいただけるようなルール 

を検討いただけると大変ありがたいと思う。  

●今回の回答については、新築物件に対し、既存の仕組みに加え、ごみ・資源集積 

場所の設置に向けた仕組みづくりを検討させていただくという内容である。 

既設物件については、現時点でも指導を行っているが、現実として、アパートな 

どの居住者のごみ出しのマナーが悪く、自治会等が管理する上で困っているという 

ご意見を東林地区以外の地区からも伺っていることもある。今後、適切な基準等を 

検討し、自治会と行政が協働して進めていければと考えている。 

〇５戸以上の新築の場合、開発行為の際、敷地内にゴミ置場を設置することととな 

っていると思うが、あくまでも原則であり、近隣との協議の結果、近隣に捨てると 

ころがある場合、敷地内にゴミ置場を設置できなくでも許可が下りてしまうケース 

も現状あるものと思われる。５戸未満については、指導をするとしても、強制力は 

ないと思われ、実効性に疑問があるところもあると考えられる。 

今後はもっと強制力のあるルールを検討していただきたい。 

●ご意見のとおり、強制力のある基準でないと難しい部分もあると思われる。 

いただいた、ご意見については、今後検討したいと考えている。  

○実態に即した、効果的な仕組み作りや運用を検討するには、まず現場をよく見て、 

状況を適切に把握しないと難しいと思われるため、もっと現場をみていただきたい 

と思う。 



 

 

 

 また、検討するにあたっても日数をこなすだけではなく、問題提起された事柄に 

ついて適切に状況把握するためにも現場に出ていく必要性というものを感じてい 

ただきたい。 

〇所管課によって、自治会の役割、位置づけ等の考え方が異なっており、市として 

横断的な視点で捉えていないものと感じる。 

先ほど、自治会長がお調べになっているといっていたゴミ置き場の現状につい 

て、職員の方はご存じないところがあると思う。そのような現実を受け止め、様々 

な課題について、検討いただく際は、縦割りではなく横断的に考えていただいたほ 

うが良いと感じているところである。 

●ご指摘のとおり、実際の現場の状況を把握できている職員は限られており、状況 

を把握できていない部門の職員との共有など、庁内横断的な調整がきちんとできて 

いない状況もある。本日も様々なテーマについてご意見をいただいたが、市全体の 

課題として、全庁横断的に進めていければと思う。 

●縦割りという印象を感じさせてしまっていることは非常に申し訳なく思ってい 

る。現場を確認することが大事であるということは、市長からも職員に対し、常々 

言われていることだと思う。自身も現場の状況を確認することが大事であると感じ 

ている。 

  また、市民協働推進課としても自治会に様々なことを依頼させていただく際に、

負担が生じないよう、全庁的に依頼事項をよく整理した上で行うよう伝えていると

ころである。 

  昨年度、本課において、担い手不足等について、無作為で 6,000 人の市民の方及

びＰＴＡ、消防団等様々な団体の方に意識調査を実施させていただいた。 

調査結果について、市の方でも横串をさして検討していかなければならないとい

うことで情報共有するよう定期的に会議等を実施しているところである。 

今後、ゴミ等の所管課ともそういった取組みを行うことについて検討させていた

だく。  

 

（２）東林地区防災計画推進部会について  

  東林まちづくりセンターから東林地区防災計画推進部会について、資料の説 

明が行われた。 

    その後、各委員から意見を伺い、東林地区防災計画推進部会会則改訂及び部

会員の就任、推薦依頼方法について審議された。 

    審議の結果、原案のとおり承認された。 

  

（３）公募委員について 

  東林まちづくりセンターから公募委員について、資料の説明が行われた。 

    その後、各委員から意見を伺い、公募委員募集の有無及び公募方法等につい



 

 

 

て審議された。 

    審議の結果、公募委員を募集することが承認された。 

また、公募方法等について、原案のとおり承認された。 

 

 （４）次年度まちづくり会議委員について 

  東林まちづくりセンターから次年度まちづくり会議委員選出、東林地区まち

づくり会議会則改訂等について、資料の説明が行われた。 

       その後、各委員から意見を伺い、次年度まちづくり会議委員選出、東林地

区まちづくり会議会則改訂等について審議された。 

    審議の結果、原案のとおり承認された。 

また、次年度委員の変更等について各団体から期日までに回答が行われるこ 

とが確認された。 

 

 （５）令和６年度スケジュールについて 

  東林まちづくりセンターから令和６年度まちづくり会議開催スケジュール

について、資料の説明が行われた。 

      その後、各委員に令和６年度まちづくり会議開催スケジュールについての

質問意見等について確認が行われたが、質問等はなく、資料のとおり、スケジ

ュールの確認が行われた。 

    

 ≪主な意見≫ 

 

３ 報告 

  部会長から令和６年１月２６日（金）に開催された令和５年度第４回東林地区防

災計画推進部会の報告が資料に沿って行われた。 

 

４ その他 

  意見等特になし。 

 

５ 閉 会 

 

以 上   



 

 

 

東林地区まちづくり会議 委員名簿 

〔◎：会長 ○：副会長 ◇：監事〕 

№ 団体名・役職等 氏 名 出欠 

１ 

東林地区自治会連合会 

会 長 ◎田村 久司 出 席 

２ 副会長 ◇吉村 建志 出 席 

３ 副会長 ◇根岸 秀生 出 席 

４ 東林地区社会福祉協議会 会 長 〇阿部 匡秀 欠 席 

５ 東林地区民生委員児童委員協議会 会 長 〇村田 定志 出 席 

６ 東林公民館 館 長 〇飯田 生馬 欠 席 

７ 青少年指導委員 代 表 吉岡 美保 出 席 

８ くぬぎ台小学校 代 表 桂徳 泰彦 出 席 

９ くぬぎ台小学校ＰＴＡ 代 表 諏訪部 康太朗 欠 席 

10 上鶴間中学校ＰＴＡ 代 表 
村松 祥子 出 席 

11 社会福祉施設（清菊園） 代 表 寺田 康彦 欠 席 

12 東林第２地域包括支援センター 代 表 土川 早苗 出 席 

13 東林地区老人クラブ連合会 代 表 遠藤 裕 出 席 

14 東林地区交通安全母の会 代 表 野崎 美沙 欠 席 

15 防犯指導員 代 表 長谷川 昌夫 出 席 

16 保護司会（南保護区） 代 表 浅川 昭男 出 席 

17 防災専門員 代 表 菱中 了儀 出 席 

18 スポーツ推進委員 代 表 松井 昭治 欠 席 

19 東林地区健康づくり普及員協議会 代 表 小澤 次男 出 席 

20 東林間商店街振興組合 代 表 大石 方哉 欠 席 

21 公募委員  荒俣 大 欠 席 
 


